








(緒言) 

 中枢神経系の神経細胞の数は,10 10-10 11 個と推定されており,その種類は極めて多い。

しかしそれぞれの細胞は,特異的な神経伝達物質を産生しているため,伝達物質自身,また

は伝達物質を産生する酵素類を指標として神経細胞を特徴づけることが可能である。例え

ばアセチルコリンやガンマーアミノ酪酸(GABA)を神経伝達物質として用いる神経細胞は,

コリンアセチルトランスフェラーゼ(ChAT)及び,グルタミン酸脱炭酸酵素(GAD)を産生して

いる。従って酵素活性を測定したり、抗体を用いた免疫組織化学法によりこれらの細胞を

特徴づけることができる。 

 現在我々は、個体発生において各種の神経伝達物質がどのように発達していくかについ

て興味を持って研究を進めている。特に神経系の形態がヒトに極めて類似し,また脳機能が

高度に発達をとげているマカク属サルの大脳皮質を材料としている。 

 現在注目しているのは,前脳基底野に細胞体を持ち,大脳皮質へ投射しているコリン作動

性神経と大脳皮質内の介在神経として存在しているGABA 作動性神経でる。従ってChAT 活

性の発達を検索することは,大脳皮質へのコリン作動性神経路の発達を観察することを意

味し,またGAD活性の発達を知ることは,介在性のGABA神経がどのように発達していくかを

見ることになる。 


